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死亡からみた沖縄本島南部の医療圏
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「　緒　　言

医療圏に関して一般的に日常生活圏あるいは通

勤通学圏と一致するという倉田1,2)の見解と,必

ずしも1一致しないという大久保と協同研究グルー

プ3-9)の対立した見解がある。しかしながら,

両見解の相違は本質的なものではなく,研究遂行

上異なった次元に重点をおいたことに起因するも

のだと患われる。すなわち,倉田は一般的な医療

圏に重点をおき,特殊な場合には通常の日常生活

圏を超えることを指摘している。一方,大久保ら

は特定死亡原因疾患による医療圏に重点をおいた

実証的な分析結果に基づいた結論である。したが

ってそれぞれ医療圏の一般的な側面と特殊な側面

についての見解であり,必ずしも対立したものと

は言えない。

著者は沖縄本島南部と周辺離島を管轄する那覇

保健所管印こおける医療圏の形成とその特質,特

定死亡原因疾患による医療機関選択の傾向性,昭

和49年と54年を比較検討した結果,若干の知見

を得たので報告する。

Ⅱ　研究資料および方法

研究資料は沖縄県那覇保健所管内20市町村にお

ける昭和49年および昭和54年の死亡小票であるO

総死亡件数は昭和49年1,142件,昭和54年1,110

件であるが,外国での死亡や過年度死亡等は除外

して分析を行なった。したがって実際に分析した

件数は昭和49年が1,117件,昭和54年は1,077
件である。

なお,那覇保健所(UR2型).は那覇市の中心地

に位置しているが,管轄地域に那覇市は含んでお

らず,浦添市9　糸満市,西原町,豊見城村,東風

平町,具志頭村,玉城村,知念村,佐敷町,与那

原町,大里村,南風原町　そして離島の仲里村,

具志川村,渡嘉敷村,座間味村,粟国村,渡名喜

村,南大東村,北大東村の2市5町13村であり,

管内の人口は251,954人である。

Ⅲ　結　　果

1.死亡者の住所と死亡場所(市町村)の関係

死亡者の住居地と死亡した場所(市町村)の関

係は表1および表2に示すとおりである。居住し

ている市町村内でめ死亡の割合をみると,管内全域

では昭和49年63.1%,昭和54年が50.1　であ

り, 5年間に13%減少している。市町村別では,

昭和49年は東風平町のみが40%代で,他の市町

村はすべて50%を超えており,渡嘉敷村と渡名

喜村では100　であった。

しかし,昭和54年になると西原町の27.3　を

最低に,東風平町,玉城村,佐敷町,与那原町,

大里札　南風原町　そして離島の粟国村が50%以

下に減少している。また渡名喜村はやはり100%

で,座間味村の75　　仲里村,具志川村,渡嘉

敷村は80%以上もあり,離島においては白市町

村内での死亡が依然として高い。
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表1.市町村別死亡場所(昭和49年)
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深

白市町村内

市 町 村 内
計

那 覇市 具志′一価 沖縄市 糸清市 与那原町 その他

浦 添 市 日8 58.7 49(24.4) 15(7.5) 3(1.5) - - 16(8.0) 201(100.0)

糸 満 市 158 70.9 42(18.8) 7(3.1) 16(7.2) 223(100.0

酉 原 町 32 50.8 2H 33.3) 3(4.8) 1(1-6) 6(9.5) 63(100.0

豊 見城 村 48 57.1) 25(29.8) 2(2.4) - 2(2.4) - 7(8.3) 84(100.0

東風 平 町 25(44.6〉 20(35.7) 2(3.6) 2(3.6) 3(5.4) や(7.1) 56(100.0)

具志.頑 村 36 75.0 10(20.8) - 2(4.2) 48(100.0)

玉 城 村 40(74.1) 9(16.7) 5(9.3) 54(100.0

知 念 村 24 63.2) 9(23.7) 1(2.6) 2(5.3) 2(5.3) 38(100.0

佐 敷 町 32(f5.3) ll(22.4) 3(6.1) 2(4-1) 1(2.0) 49(100.0)

与那 原 町 44 57.1) 18(23.4) 6(7.8) ー(1.3) 8(10.4) 77(100.0

大 男 村 18 54.5 13(39.4) 1(3.0) 1(3.0) 33(100⊥0)

南 風 原 町 33 57.9 19(33.3) 3(5.3) - - - 2(3.5) 57(100.0)

仲 里 村 21 58.3) 9(25.0) 1(2.8) ー(2.8) ー(2.8) 3(8.3) 36(100.0)

具 志 川 村

渡嘉 敷 村

座 間 味 村

3ー(86.1)

4(100)

6 75.0

4(ll.1) 1(2.8) 36(100.0)

4(100.0

8(100.0)2 25.0

粟 国 村 14(73.7) 1(5.3) 4(21.1) 19(100.0〉

渡 名 喜 村 6(100) 6(100.0)

南大 東 村 2 50.0) 2(50.0 4(100.0)

北大 東 村

計 692(63.1) 262(23.9) 43(3.9) 7(0.6) 7(0.6) 5(0.5) 80(7.3) ー096(100.0)

※　不明を除く

表2.市町村別死亡場所(昭和54年)

白市町村内
他　　市　　町　　村　　内

那覇市島劃価　東風平町　豊見娩打　糸満市宜野袴市浦添市その嘩
計

浦添　市
糸　満　市
西　原　町

田坦EI5i
東風平町
具志頭村
玉城　村
SimiBs i

佐敷　町
与那原町
大運　村
南風原町
仲理　村
具志川村
田嘉SMb¥
圏組Ms¥
粟国　村
渡名喜村
南大東村
北大東村

106(50.7)

TO2(52.0)

1827.3

44(50.0)

28(49.1

20(50.0)

20(44.4)

20(58.8)

24(47.1)

22(40.0)

16(40.0

23(39.0)

30 81.1

24(85.7)

7<87.5)

3(75.0)

8(47.1

5100

457.1)

1 50.0

59(28.2)　5(2.4)

29(14.8)　7(3.6)

24(36.4)　1(1.5)

32(36.4)　2(2.3)

14(24.6)　4(7.0]

8(20.0)　1(2.5)

8(17,8)　1(2.2)

7(20.6)　1(2.9)

10(19.6)　1(2.0)

22(40.0)　2(3.6)

14(35.0)　2(5.0)

20(33.9)　1(1-7)

1(2.7)

13.6

1(25.0)

5(29.4)

1(14,3)

1(50.0)

4(1.9)　　3(1.4)　　2(1.0)

23(ll.7　　16 8.2　　　′ー　/`

5(7.6)　　8(12.1)　1 (1-5)

1(1.1)

一一　　　　1 (1-8)　　4(7.0)

4(10.0)　　　　　　　　5(12.5)

7(15.6)　4(8-9)　　2(4.4)

2(5.9)　　1(2.9)

6(ll.8)　3{5.9)　1(2.0)

2(3.6)　　1(1.8)

4(10.0)　1(2.5)　1(2.5)

3(5.1)　　【6,8)　1 <l-7)

5(2.4)　　　　　　　25(12.0)

1(0.5)　　3(1.5)　15(7.7)

3(4.5)　　3(4.5)　　3(4.5)

1(1.1)　　　　　　　8(9.1)

2(3.5)　　　　　　　　4(7.0)

2(5.0)

1 (2.2)　　2(4.4)

3　8.8)

6 ll.8)

3(5.5)　　3(5.5)

1 【2.51　1 (2.5)

7 (ll.9)

6(16.2)

3(10.7]

1(12.5)

4(23.5)

2(28.6)

209(100.0)

196(100.0

66 (100.0)

88(100.0)

57 (100.0)

40(100.0

45(100.0)

34(100.0)

51 (100.0)

55(100.0)

40(100.0)

59(100.0)

37 (100.0)

28(100.0

8(100.0)

4(100.0)

17 C100.0]

5 100.0)

7(100.0

2(100.0

計 525(50.1) 256(24.4}　29(2.8)　58(5.5)　43(4.1)  19(1.8)  12(1.1)  ll(1-0)　95(9.i; 1048(100.0)

斉　死亡場所不明`を除く
























